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※県の規定により運賃の実費補助あり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽しく・明るく・笑顔のあふれる学校 
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障害のあるお子さんの就学、進路及び心や体

の発達のことや行動等についての相談を行っ

ています。お気軽にご相談ください。 

電話相談・来校相談などがあります。 

《受付窓口》 教育支援係 
 TEL：（０９８）８７７－４９４１ 

《電話相談》 毎週月曜日～金曜日 

AM１０：００～PM４：００ 

《来校相談》 

○あらかじめ電話で申し込みください。 

○相談費用は一切かかりません。秘密は厳守します。 

地域の特別支援教育のセンター的機能の一環と 

して、教育相談以外にも、次のことを行っています。 

○保育所､こども園､幼・小・中・高等学校との連携､ 

 巡回教育相談など 

○関係機関との連絡調整（福祉・医療等） 

自分の将来に関心をもち、それぞれに応じた自立、

社会参加を目指します。 

卒業年度 R6 R5 R4 R3 R2 

企業就労 ５ 4 ９ 10 ９ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用 

就労移行 17 10 22 11 15 

就労継続 A型 ０ 2 １ 0 １ 

就労継続 B型 ５ 3 １ 6 1 

自立訓練 ４ 0 ２ 2 1 

生活介護 ８ 7 ５ 9 7 

進学 等 ０ 0 0 0 0 

その他 
（在宅、入院、未定等含） 

０ 1 ０ ０ 0 

卒業生数 39 27 40 38 34 

※Ｒ７年３月現在の状況、久米島高校分教室は除く。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

児童生徒が障害等による学習上または生活上の

困難を克服し、自立を図るために必要な実際の生活

で活用できる基本的な知識・技能・態度および習慣

を身につけ社会参加・社会貢献できる人間を育成

する。 

○ 健康でたくましく心豊かな人 

○ 自分のことは自分でできる人 

○ 目標をもって粘り強くやり抜く人 

○ 楽しく働き社会に貢献できる人 

         「愛
あ い

汗
か ん

」 
本校では、初代校長徳山清長先生の教えであ

る「互いに認め合う愛の心を持ち、共に汗を流

す」という「愛汗」の精神を土台とし、児童生徒一

人一人の願いに応じた「自立と社会参加」、社会に「貢

献」できる人を目指し、日々学習に取組んでいます。 

目指す児童生徒像 

 

本校は、県内初の知的教育の養護学校として昭和 39 年 

度に創立され、昭和 40 年度に中学部のみ開校しました。 

その後、昭和 4３年度に高等部（普通科）、そして養護学 

校教育義務制実施に伴い、昭和 54 年度に小学部が設置さ 

れています。また、平成 22 年度に久米島高校分教室が設 

置されました。学区（通学区域）は、浦添市全域と那覇市 

・宜野湾市の一部です。 

令和７年４月１日現在、本校の児童生徒数は、小学部 

１１１名､中学部８３名､高等部９２名の計２８６名で、久 

米島高校分教室には６名の生徒が在学しています。 

本校の教育理念「愛汗」の精神を校訓とし、児童生徒の 

「主体的な活動による自立」と「社会参加・社会貢献」を 

目指し、その実現を図るために保護者や地域社会及び関係 

機関等と連携した教育活動を展開しています。また、児童 

生徒個々の実態に応じた教育の充実、教育的ニーズや特性 

に対応した支援の徹底を図り、「生きる力」を育む教育を 

推進し、小中高一貫校として授業実践に取り組んでいます。 

今後も保護者や地域住民から信頼され、地域社会の皆様に

応援される学校を目指します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

●小学部の学習 
・日々の学習活動で、少しずつできることを増やし、
基本的生活習慣を身に付けていく。 
・体験的、具体的な学習を通して、経験の幅を広げ、
日常生活や社会生活の基礎を育てる。 

●児童数：111 名 

●職員数： 47 名  

●小学部の主な行事● 

交通安全教室 避難訓練 校外学習 修学旅行 

展示祭 愛汗祭 交流学習（学校間、居住地） 

小学部の教育目標 
○明るく元気な児童を育てる。 

○自分のことは自分でやろうとする児童を 

育てる。 

○物事を最後までがんばる児童を育てる。 

○みんなと仲良くできる児童を育てる。 
小２こくご「ほっとけーき」 

「食べたい」「パカッ」など感情や擬音

語を身振りやことばで表現するよ 

低学年 自立活動「電車ごっこ」 

友達とペースを合わせて歩くよ。 

（人間関係の形成/環境の把握  

※個に応じて設定） 

小学部は、情緒の安定を図り、身の回りの

様々なことに、少しずつ慣れいく段階。 

スモールステップで、できることを増やし

ていきます。また人とかかわる楽しさを学

びます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●高等部の学習 
・社会生活で必要な知識や態度、習慣を 

育てる。 

・社会の中で自立し、社会参加・社会貢献 

 できる力を育む。 

・自分を知り、自分にあった進路先を主体的に 

選択し、進路決定できる力を育てる。 

●生徒数：９２名 
●職員数：４８名 

高等部の教育目標 
○心身共に健康で、心豊かな生徒を育てる。 
○生活する力、働く意欲を養い自主的、自立的態度を育てる。 

○学習活動全体を通して、望ましい人間関係や社会生活に必要
な能力を育てる。 

●高等部の主な行事● 
避難訓練 校外学習 修学旅行（２年生）  
就業体験（校内実習・校外実習） 展示祭 愛汗祭（生産物販売） 
特別支援学校体育大会 校内持久走大会  

特別支援学校体育大会 修学旅行 

高等部は社会へつなげる段階。これまでに身に

付けてきたことを深く定着させて将来につなげる

学習を行います。 

また自分の特性や課題を知り、主体的な進路

の選択・決定を行えるようにします。 
就業体験 

職業科(木材加工)の実習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●中学部の学習 
・身辺処理と基本的生活習慣の確立 
・経験や体験を積み重ね、社会について学ぶ。 
・社会の中で、いろいろな人との関わり方や 
  コミュニケーション方法を学ぶ。 
・職業・家庭の職業領域で働く 

  楽しさや勤労意欲を育む。 

●生徒数：８３名 

●職員数：３７名 

中学部の教育目標 
○心身ともに健康で明るい生徒を育てる。 
○自分のことは自分でできる生徒を育てる。 
○働くことに関心や意欲を持つ生徒を育てる。 
○集団活動を通して、仲良く助け合う生徒を育てる。 

●中学部の主な行事● 

交通安全教室 避難訓練 校外学習 修学旅行 展示祭 

校内持久走大会 愛汗祭（生産物販売） 交流学習 

選択教科（縫工実習） 

校内実習＆愛汗祭での販売学習 

中学部は人間関係を広げる段階。 

身の回りのことを自分でできる 

ようになると共に将来の社会生 

活の中で、求められる力を身に 

つけていきます。 

 

◆寄宿舎の児童生徒数：２８名 

◆職員数：１８名（寄宿舎指導員:16 名 専任舎監：1 名 寮務主任:1 名） 

●寄宿舎の主な行事●  

お楽しみ会  舎友会レク  誕生会  心と体の学習会 

生活自立 

寄宿舎の教育目標 

○身辺処理能力を高め、自分のことは可能な限り自分で 
できるような力を養い、基本的生活習慣の定着を図る。 

○心身ともに健康で明るく、情緒豊かな児童生徒を育てる。 
○集団生活を通して望ましい人間関係を育て、相互の協力 

精神や自主性・社会性を養う。 
○余暇活動を通して自分の生活を豊かにしていく力を養う。 

 

心と体の学習会 

集団生活を通して、入浴・食事・排泄・就寝などの

基本的な生活習慣を身に付けます。また、行事や係

活動、友達との交流を図ることで、社会性も培われ 

ます。 

子どもたちは、互いに協力し合い、生き生きと楽 

しい生活を送っています。 

舎友会レク 


